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４ 欠席者   なし 

５ 事務局   教育部長    船津喜久男 

学校教育課長  松永嘉伸 

学校指導課長  森 秀輔 

教育施設課長  北原鉄也 

生涯学習課長  米満孝智 

学校指導課課長補佐 掛橋賢議 

生涯学習課課長補佐 田代磯政 

学校教育課教育総務係長 野中康伸 

教育施設課計画係長 山口研治 

生涯学習課公民館係長 大畑祐一郎 

６ 傍聴人   ７人 

７ 議事日程  別紙のとおり 

８ 議事次第  別紙のとおり 



定 例 教 育 委 員 会 議 事 日 程 

令和３年１１月２日（火）１０時００分 

１ 報告事項 

（１）令和３年１１月学校教育行事及び社会教育施設行事について 

（２）第５回中間市学校施設再編基本計画策定委員会について 

（３）抗菌抗ウイルスエアコンフィルターの寄贈について 

２ 協議事項 

（１）令和３年１２月定例教育委員会の日程について 

   ３ 議決事項 

   第２８号議案 

    令和３年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価 

    の結果について 

   第２９号議案 

    中間市総合会館条例及び中間市生涯学習センター条例の一部を改正 

    する条例に関する意見について 
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［開会時刻：１０時００分］ 

船津教育部長 

片平教育長 

教育委員 

片平教育長 

森学校指導課

長 

定刻になりましたので、令和３年１１月定例教育委員会を開催いたし

ます。 

最初に、令和３年１０月定例教育委員会の議事録の承認をお願いしま

す。よろしいでしょうか。 

≪承認≫ 

承認ということで進めさせていただきます。 

続きまして、報告事項に入ります。 

令和３年１１月学校教育行事及び社会教育施設行事についてです。最

初に学校教育行事について森課長説明をお願いします。 

１１月の学校行事についてご説明いたします。 

まず、共通行事についてです。 

主なものとしまして、１９日に底小で研究発表会が行われます。感染

症対策として当日は来校者を学級担任に限っており、その他の教員に

ついては研究授業をオンラインで配信して、各学校で見ていただくよ

うにしております。 

２６日には、南小で地区間交流研修会が行われます。これは、福岡県

教育員会の事業で、学力向上の成果を上げている学校の取組の視察研

修になります。県内各地から、管理職や主幹教諭、学力向上のコーデ

ィネーターなど中核となる教員が、南小の取組を学びに来られます。

続いて各学校の行事です。 

まず、各小学校の５・６年生でロボットを使ったプログラミングの体

験学習が行われます。行事予定表では、プログラミング学習というふ

うに便宜的に使っておりますが、５年生ではソフトバンクのペッパー

を、６年生ではリビングロボットのメカトロウィーゴを使って、子ど

も達がプログラミングしたものをロボットに転送し、ロボットを実際

に動かすというプログラミングの体験学習を行います。 

なお、ペッパーは３台で運用しておりますので、１１月以降は底小・

中小・西小の３校に移動して活用するようになっております。各学校

の授業日については、行事予定表に記載しているとおりです。西小の

み記載がありませんが、１１日に５年生がペッパーを使った授業を行
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うようになっております。 

それから、各中学校です。２４日から２６日まで期末考査が実施され

ます。これに併せまして、各中学校には小学校と連携して家庭学習強

化週間が設定されております。 

また、中学校では県警との連携で暴力団排除教育に関わる講演会が行

われるようになっております。 

続いて各学校についてご説明いたします。 

底小では４日にリモートの社会見学が行われます。５年生が、日産自

動車九州工場とオンラインで繋がり、工場の案内を視聴したり、こち

らから質問したりします。 

１０日には、縦割り集会が行われます。こちらは、異学年交流を目的

とするもので１～６年生までが縦割りグループを作り、グループごと

に話し合ってレクリエーション活動を行うということになっており

ます。年間３回行われるうちの２回目です。 

東小では６日に体育会が行われます。 

中小は、行事が変更になっております。２日に体育会を予定していま

したが、１～４年生までは１０日に変更になりました。 

５・６年生については、授業参観が当初予定されていた２２日に変更

になっております。これに伴いまして、授業参観が中止となっており

ます。 

それから、１１～１２日にかけて６年生は修学旅行に行くようになっ

ています。県内での宿泊となります。 

２２日には、県の講師派遣事業を活用した国際理解教育に関わる授業

が行われます。こちらは、３年生を対象として韓国の方を２名講師と

して招聘し、韓国の文化・歴史等について一緒に学んでいくというも

のでございます。 

北小では、４日～５日に５年生が玄海少年自然の家で宿泊学習を行い

ます。 

また、２６日には全校で平和学習が行われます。これは、６年生が修

学旅行で大刀洗平和記念館にて学習してきましたので、そちらで学ん

だことを発表の動画にし、全学級に放送して、それを視聴し平和を考

えるというものです。 

続きまして南小です。１７日に世界遺産キッズアカデミーの発表会が

行われます。これは福岡県の事業で、中間市と大牟田市、北九州市の

小学校をオンラインで繋ぎ、それぞれの地域の世界遺産について調べ

学んだことをお互いに発表し合います。６月に３回にわたって、各小
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片平教育長 

衛藤教育委員 

学校をオンラインで繋ぎ、それぞれの地域の世界遺産についてそれぞ

れの地域の講師の方から学習をしております。その後、各学校で調べ

学習等行ってきておりまして、それをまとめたものが今回の発表とい

うふうになります。 

それから２６日は、先ほどご説明した地区間交流研修会が予定されて

います。 

西小では、２６日に授業参観・学級懇談会が行われるように計画され

ています。 

中中では、４日に校区の学力向上の取り組みの一環で授業公開の研修

会が行われます。中中の授業を中小の先生方全員ではございません

が、参観して授業づくりについての協議を行います。底小は、研究発

表会のリハーサル等の関係で今回は参加が出来ないということでし

た。 

また、２９日には入学説明会が行われます。中小・底小の６年生児童

と保護者が参加をされます。 

３０日には、１・２年生を対象にＳＯＳの出し方講演会が行われます。

これは保健センターが行う事業を活用しております。 

東中では９日に自然体験学習が行われます。コロナ禍のために実施で

きなった宿泊学習の代替の行事となります。篠栗の社会教育総合セン

ターで行われます。 

また２９日には、中中と同じようにＳＯＳの出し方講演会が行われま

す。東中では今回全学年を対象として行われるとのことです。 

ただいま森課長から学校行事について説明がございましたが、それに

ついてご質問、ご意見はございますでしょうか。衛藤教育委員。 

日産自動車の社会見学をリモートでするということですが、例えば子

ども達は様々な自動車についての興味関心があると思います。子ども

達が質問したり、あるいは日産自動車の人に詳しい内容の説明をお願

いしたりはできるのでしょうか。 

それから、中学校のＳＯＳの出し方についてです。具体的にどのよう

な形のＳＯＳを出していくのかということと、もう１つはＳＯＳを出

すということが、とても大切なことだと思うのですが、北中と南中に

ついてはどうなっているのでしょうか。一番気になるのが小学校の子

どもはＳＯＳの出し方をほとんど知らないだろうと思うのです。小学

校の子どもに対しては、ＳＯＳの出し方について指導等がされている
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片平教育長 

森学校指導課

長 

のでしょうか。 

それから、中学校で暴力団排除教育講演会というのがどの学校も計画

をされています。それぞれの学校の参加者ですが、全校が参加したり、

３年生が参加したり、１・３年生が参加したりなど、ばらつきがあり

ます。基本的には全ての学年の子ども達が知るということが大事と思

うのですが、東中と南中については１・３年生となっておりますので、

２年生はどうなるのかということについてのお尋ねです。 

最後に世界遺産キッズアカデミーについてです。子ども達が具体的に

調べた内容を発表交換するという説明でしたが、子ども達が中間市の

世界遺産について調べに行った部分で、どのような形で調べているの

だろうかということで、情報発信する中身について私も気になります

ので教えていただければと思います。以上です。 

ただいま衛藤教育委員から４点ございましたが、森課長回答をお願い

します。 

まず１点目のリモート社会見学についてです。 

衛藤教育委員がおっしゃたように、アプリのズームを使って行われま

す。まずは施設側の工場の自動車の製造過程を動画やライブ映像等で

見せてもらいながら説明をしていただきます。その後、子ども達がこ

れまでの学習で感じた疑問や、実際見て感じた疑問などを質問させて

いただいて、リアルタイムでやり取りしながら、答えていただくとい

う形になっております。他の学校でも随時行われていくと思います。

日産自動車に申し込むことで、実施が出来るようになっています。 

２点目のＳＯＳの出し方についてです。まず子供たちが実際にとにか

く誰でも良いから声を上げるということです。この大切さを考えられ

るようにしています。語る相手は、必ずしも先生でなくても良いです

し、言えるなら家族でも身近な友達でも良いので、とにかくどこかに

何かしらを発信することが大事だと、周りはみんな味方なんだという

ことをしっかり子ども達に認識させるということが大事だと思いま

す。 

北中・南中についてですが１１月は予定されていませんが、それぞれ

行われるようになっております。 

小学校では、教育相談などの機会を活用したり保護者と連携したりし

ながら、日常的に子どもの悩みを聞き出すことに力を入れています。

また、道徳や学級活動などを活用して、いじめやＳＯＳを出すことを
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片平教育長 

取り扱った授業を行ったり、日常生活での観察を通して必要に応じた

指導や支援を行ったりしています。 

子ども達には、友達、家族誰でも良いので、困ったらとにかくまず誰

かに相談し、１人で抱え込まないよう啓発を続けています。 

それから、特に近年ＳＮＳ等での課題というもの小学校でも強まって

きております。ネット配信講演会等で、ネット上でのいじめとかやり

取りについての不安とかを取り除くような啓発も講師を招聘して行

う機会がございます。 

続きまして３点目です。 

暴力団排除教育についてですが、毎年基本的には同じお話がされてお

り、暴力団の怖さとか１回入ってしまうと大変なことになるというと

ころなどを、しっかり認識を持たせる内容となっています。 

結構リアルに現状が伝えられるので、毎年聞くと、ちょっと気分的に

もというところもあります。そこで、特に３年生は義務教育課程が終

わる段階で、これから様々な社会が広がっていきますので、是非ここ

で聞かせておきたいということと、１年生についても、中学校という

新しい段階に入るということで、まずは１年生と３年生を対象として

います。それに今回北中では、修学旅行が延期になった関係で、２年

生も入れようということになったと伺っております。 

また中中では、他の講演会、先日はデートＤＶ等があって講演会の活

動が多くなったために、今回学習状況とか負担等の兼ね合いから１年

生は外されたということでした。 

最後に、世界遺産キッズアカデミーについてです。調べ活動について

は、６月に各世界遺産について学芸員さんからズーム等を使って説明

を聞いております。もちろん中間市のポンプ室についても学習してい

ます。その後９月に実際にポンプ室に行って外からですけれども見学

をしたり、説明を受けたりしながら、またタブレットが導入されまし

たので、インターネットを活用して情報を集めたりとかいう形で調べ

学習を行ってきております。発表の中身については、今後また確認し

ておきたいと思います。 

ＳＯＳ出し方講座ですが、これは非常に大事なことだと思います。し

かし、それ以上に大事なことがあります。 

ＳＯＳを出しているのに、よく大人とか教師が気付かないのです。こ

れが一番の問題、いじめにしろ、自殺問題にしろ、心の悩みを持って

いる子ども達のＳＯＳや変化、これに気付くこと、そしてしっかり対
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河本教育委員 

片平教育長 

森学校指導課

長 

片平教育長 

佐野教育委員 

片平教育長 

船津教育部長 

応することが大事と思います。 

来年度、大学の先生を招聘し、このＳＯＳの気付き方、そしてその対

応の仕方を自殺予防という観点から講演していただこうと計画して

います。 

他に何かございませんでしょうか。河本教育委員。 

プログラミングについてお尋ねしたいのですけれど、今回ペッパーと

かメカトロウィーゴを使ってということで、非常に子ども達が興味を

持ってできると思います。けれども、元々機械が苦手な子とかいると

思うのですが、そういう子ども達は授業についていけないとかそうい

うことがあるのかお聞きしたいです。 

森課長。 

まず、デジタルの機器は大人もそうなのですが、得意な子それから苦

手な子と当然ございます。 

ただ、今は機器の方が、機械のことを理解が出来ていなくても操作は

しやすいようになってきていますので、その仕組等については理解で

きていなくても、ほとんどの子どもが躊躇なく操作できております。

もちろん、それでもやはり苦手な子がいます。例えばパスワードを入

れるとか、そういう過程で躓く子もおりますので、そこは各担任が個

別に指導するようにしております。 

蛇足ですが、担任の教員にも苦手な方もおりますので、ギガスクール

サポーターという補助支援する職員も任用し、そちらからもサポート

しております。 

他はよろしいでしょうか。佐野教育委員。 

コロナの陽性患者が出ているということを伺っております。それの対

応対策等を詳しく教えていただきますでしょうか。 

船津部長。 

１クラスなんですけれども複数のコロナ患者がとびとび発見されま

したことから、保健所の指示によりクラス全体の抗体検査を行うこと

にいたしました。抗体検査の結果、さらに３人の陽性患者が発見され
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森学校指導課

長 

片平教育長 

衛藤教育委員 

片平教育長 

森学校指導課

長 

たということで、１０月２８日から１１月１０日まで保健所の指示に

よりまして、学級閉鎖をするということになっております。 

この調査につきましては、教員も含めて全員が調査を受けているとこ

ろでございます。その学年に関連する全員です。その中で、先ほどお

話しましたように３人の陽性患者が出たと、クラス全体を濃厚接触と

みなして１４日間、１１月１０日までの閉鎖を決定したということで

ございます。 

補足ですけれども、現段階では、その陽性だった子どもの兄弟の陽性

が判明しました。その学年、それから関係教員の検査を行い、その兄

弟関係の子以外は陰性であったということが確認をされております。

現在は、自宅待機ということで、１４日間の経過観察の期間になって

おります。この間は、子ども達の健康観察、それから生活の状況をき

ちんと把握するようにしています。 

今回 iPad を自宅に持ち帰らせることで、対面で顔を見ながら健康観

察や心のケアができています。 

また、タブレットを持ち帰るのを希望されないというご家庭もありま

すので、そちらについては電話できちんと対応し、また２週間にわた

りますので、家庭学習教材も十分に用意をして可能な範囲で進められ

るように対応を行っております。 

このことについて、家庭にも周知をしまして、改めて感染対策の徹底、

今全国的に沈静化も見られますが、油断することなく感染対策をお互

いに行っていくよう啓発しているところです。 

iPad を使って、家庭にいる子ども達と画面を通してですが、一人一

人の顔を見ながら対話が出来るようになっています。朝、私もそのホ

ームルームに入らせてもらったのですが、子ども達の笑顔が見られて

非常に良かったと思いました。 

学校の消毒はどうなっているのでしょうか。 

森課長。 

学校の消毒については、基本的に毎日消毒員が継続して行っておりま

すので、それを当然やった上で、当該クラス、もちろん教室の全てを

全職員で改めて消毒作業を行っております。 
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片平教育長 

太田教育委員 

片平教育長 

森学校指導課

長 

片平教育長 

米満生涯学習

課長 

昨年から、例えば消毒の為に保健所が動いたりとか、そのようなこと

は行われておりませんので、職員全員で協力して行うということをし

ております。 

あと動線を確認されますので、その動線上の特別教室など、いわゆる

感染可能期間と思われる期間に使った所については、丁寧に徹底して

消毒は行っております。これは、保健所との協議の上で行っておりま

す。 

よろしいですか。太田教育委員。 

アフターケアが大事だと思います。いじめとかに繋がらないように本

当に誰がかかってもおかしくないという状況ですので、その辺りの所

が非常に大事だと思います。 

予防と事後対応というところをしっかりやっていきたいと思います。

まずは感染された方が一番苦しい思いをしているということと、当事

者を特定するような詮索とか、噂話、誹謗中傷等がないようにという

ことは毎回啓発をしておりますので、続けていきたいと思います。あ

りがとうございます。 

他によろしいでしょうか。 

それでは、続きまして社会教育施設行事に移りたいと思います。 

社会教育施設行事の説明を米満課長お願いします。 

それでは最初に中央公民館です。 

１１月１日「きらめき大学」並びに１１月２６日「おもしろ歴史講座」

につきましては、本来９月に開催予定の事業を改めて再開しておりま

す。 

１１月９日火曜日１３時３０分から、「世界そげなこと講座」がハー

モニーホールで行われます。 

アフリカで看護師として活動されております中原ゆみこさんによる

ケニアの文化・生活についてご紹介いただきます。定員は５０名、参

加料は無料となっております。 

次は図書館です。 

１１月９日から１１月２７日まで図書館エントランスで、「調べる学
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片平教育長 

衛藤教育委員 

習コンクール」の作品展示を行っております。 

また、１３日土曜日１１時３０分から、応募作品の中から市長、教育

長、図書館長賞の表彰式をエントランスにて行います。 

次にハーモニーホールです。 

１１月１８日木曜日１８時３０分から「ミュージックスクエア」がエ

ントランスで開催されます。ロス・フレスカの方が、ギターやマンド

リンなどで童謡、ポップス、ラテンなどを演奏いたします。定員は 

３０名で、参加料は無料となっております。 

最後に生涯学習センターです。 

１１月２７日土曜日１０時から、６年間を共にしたペシャワール館員

の杉山大二郎さんが、中村哲さんから学んだこと、人々との交流につ

いて語ります。定員は４２名、参加料は８８０円となっております。

以上です。 

ただいま社会施設行事について説明がございましたが、それについて

ご質問ご意見ございませんでしょうか。衛藤教育委員。 

「きらめき大学」につきましては、９月と今月の分と一緒に同じ月に

入っています。参加する人が月に２回参加しなくてはならないという

ことですが、興味を非常に持ってその講座に参加されていると思いま

すが、参加者の負担にはならないでしょうか。同じ月に２回すること

に対して、何か参加者からの声があったのか教えていただきたいで

す。 

もう１つは、「世界そげなこと講座」につきましては今説明されまし

たアフリカの分で、前回がシリアで、その前がイタリアとそれぞれ３

つとも違いますか、これは前回質問した時は県の方の担当者と相談し

ながらということなのですが、一応この講座の講師の方については中

間市在住の方が出られるのか、それとも県内在住の方なのかをお尋ね

いたします。 

最後になりますが、生涯学習センターの２７日の中村哲さんの分です

が、昨年度も中村哲さんの分の講座があったと思うのですが、中村哲

さんの生き方を学ぶということは考え深い内容だと思います。参加者

あるいは受講した方の希望があるのか、それとも別の形で生涯学習セ

ンターが独自の講座をされるのかという内容について教えていただ

きたいと思います。 
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片平教育長 

米満生涯学習

課長 

片平教育長 

北原教育施設

課長 

ただいま衛藤教育委員から３点質問ございましたが、それについて、

米満課長回答をお願いします。 

１点目の「きらめき大学」につきましては、月に２回となりましたけ

れども、欠席者もなく順調に進んでおります。 

２点目の「世界そげなこと講座」の部分については、福岡県の国際交

流センターで様々な国の方がおられますので、その方とうちの職員が

協議をしまして講座の取組をしております。 

３点目の中村哲さんの分ですけれども、これは当初２年前くらいから

事業の計画をしておりました。コロナで延び延びとなり、今回が初め

てとなっております。 

よろしいですか。他にございませんでしょうか。 

それでは、続きまして第５回「中間市学校施設再編基本計画」策定委

員会について、北原課長。説明をお願いします。 

それでは、教育施設課から報告させていただきます。 

第５回「中間市学校施設再編基本計画」策定委員会次第でございます

が、令和３年１０月２９日１６時から市役所別館３階特別会議室にお

いて、全委員１３名の内３名の委員が所用により欠席となりました

が、１０名の委員のご出席のもと次第に沿って会議を進行いたしまし

た。会議の進行にあたりましては、資料を使用いたしまして、関係事

項の説明を行ったところでございます。 

今回の議題でございます「将来の学校のあり方」につきましては、児

童生徒数の将来推計につきまして、これまで、国立社会保障・人口問

題研究所の将来推計を基に、最も減少する場合の各小中学校別の児童

生徒数を２０６０年まで算出してまいりましたが、策定委員会でのご

意見を踏まえまして、中間市学校施設長寿命化計画の児童生徒数の将

来推計との整合性を図り、各種施策の実施や出生率の改善などを考慮

に入れた推計値から算出した児童生徒数に改めることと、２０１０年

を基準年として、改めて各小中学校別に推計を行った児童生徒数の将

来予測をお示ししました。 

続きまして、第５回策定委員会では、地域の実情に適した将来に渡っ

て持続可能な学校規模につきまして、様々なご意見をいただきまし

た。より議論を深めるため、これまでの資料から学校配置を除き、学

校規模にのみ焦点を当てた資料に改めたところです。 
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片平教育長 

河本教育委員 

続きまして、学校再編の取り組みと学校規模のあり方について、事前

に策定委員会委員からいただきました意見を取りまとめております。

また、９月１４日に開催いたしました教務主任の意見交換会での意見

を取りまとめた上、ご提示させていただき、これまでいただきました

ご意見を学校規模という視点から整理し、将来に渡って持続可能な学

校規模の案を小学校、中学校別に取りまとめました。 

まず、小学校は現在の６校を２校または３校へと再編する案、中学校

は現在の４校を１校または２校に再編する案、事務局といたしまして

は、今回のご意見を総合的に踏まえますと、まずは学習面、部活動面、

通学面のメリットから、中学校を先行した再編が望ましく、将来に渡

って適正規模校の教員を確保することを最優先に考えると、中学校は

４校から１校へ、小学校は６校から２校または３校への再編が望まし

いと考えることをご説明いたしました。 

委員の皆さまからは、それぞれの立場から、学校再編の必要性、そし

て学校規模について、今回ご説明した学校規模以外の学校数などもご

提示していただくなど、子ども達が学び生活する学校施設の将来のあ

り方について、貴重なご意見をいただくことができました。 

そして、第６回策定委員会につきましては、現時点でおきましては 

１２月２１日に開催し、第７回策定委員会として１月下旬に追加で開

催したいことを併せてご説明させていただきました。 

以上につきましてが、第５回策定委員会の内容でございます。次回に

つきましては、第５回策定委員会のご意見を精査し、改めて学校規模

の案をご提示できるよう準備を進めているところでございます。 

以上、ご報告申し上げます。 

ただいま学校再編基本計画策定委員会についての報告がございまし

たが、それについて何かご質問ご意見はございますでしょうか。河本

教育委員。 

再編が決定した場合に、また策定委員会とは別に制服とか校章とか決

める委員会を立ち上げるということですけど、私が思うのは、制服等

を決める時に、縫えないと本当はデザインが出来ないのですけれど

も、例えばデザイン等に子ども達を参加させて、子ども達から募集し

てそこから選ぶということが良いのではないかと思います。参加させ

ることによって、将来デザイナーになりたいという夢を持っている

子、または参加してデザインを応募し自分の制服が決定したという場
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片平教育長 

北原教育施設

課長 

河本教育委員 

片平教育長 

衛藤教育委員 

合に、デザイナーへの夢を持つ子とかいろいろなことが起こると思い

ます。私はなにより、そのデザインした子達は自分たちがつくったと

いうことによって、卒業してからでもやっぱり大切に着てほしいと

か、着崩してほしくないとかいう思いが出てくるだろうし、先生方も

先輩達が作ったデザインなのだから着崩したりしないようにとかい

う指導ができると思います。 

ある程度、自分たちで自主的にそういうことをするのは大切だと思い

ますし、東京の方の高校で、制服から鞄から全部生徒達にデザインさ

せたり、いろいろなことを自主的にさせることによって、学校がすご

く改善し、偏差値が上がったり、とにかく人気が出たという学校がご

ざいます。 

そういう例もあるものですから、考えていただけたらと思います。 

北原課長。 

大変貴重なご意見ありがとうございます。 

私も例えば部活動などでも、それぞれの部のユニフォームなどにそう

いう選手の思いを取り入れて作ったら、その思い入れを持って試合に

臨めたりするという話を聞いたことがございます。まさしく制服等も

そうだと思います。本当に貴重なご意見を賜り、ありがとうございま

す。 

やはり自分の学校に誇りを持っていただきたいです。やはり、自分た

ちで作ったらそういう気持ちになれるのではないかと思いますので、

出来ればそういうことも考慮に入れていただきたいと思いまして、意

見をさせていただきました。 

一部でも取り入れられたら良いと思います。 

他はよろしいですか。衛藤教育委員。 

前回第４回の分の議事録を読ませていただいたのですが、第３回まで

と違って、どのように再編をしていくかという、具体的な中身につい

て意見が今回はかなり出ていたような気がします。 

その辺で言うと、一定の方向に進んでいるのではないかと思います。

その中の委員長さんの発言で、市民に対して説明責任があるので、そ

れをしっかりお願いしますという意見がありました。これは市民から
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片平教育長 

北原教育施設

課長 

言えば、不安な部分なので説明をきちんとする方が良いと思います

が、そういう意見を受けて、例えば底小の理事会とか、中中の理事会

とか、あるいは南中の理事会で説明をされての行動なのかというのが

１点です。 

もう１つは、教育委員会が出された１０の意見の中に、いわゆる小中

一貫校という案が提示されておりましたが、今回の４回目の話では小

中一貫校についてはまた別の時期にしようと、今回は、小学校は小学

校の再編、中学校は中学校の再編という方向でと委員長さんがまとめ

てありますが、そういう方向で再編がされるのかどうかというのが質

問です。 

もう１つの質問が、スケジュールについてです。 

今まで、底小、南中、中中、東中のＰＴＡの理事会、つまりこれは、

保護者が通わせたいと思う学校ということで、保護者の意見をいろい

ろ聞かれたと思いますが、行かれていない学校、特に小学校の子ども

達は学校が再編されると通学距離が延びる子どもが出てきます。場合

によっては、危険な通学道路を通っていかなければならないという状

況もあるかもしれないので、私は小学校のＰＴＡの理事会に対して理

解を得るという取組が大事と思いますが、どのようにされるの教えて

ください。 

もう１つは、各小中学校の教職員との意見交換をすると書かれていま

す。これは、４回目の議事録の中で、先生達が状況をほとんど知らな

いという意見が出てからの話だと思いますので、各学校の教職員との

意見交換を、１１月から１２月上旬にされるということですよね。 

１０校全部されるのかどうかということと、もしされるのであれば、

ＰＴＡの理事会についてもどのような資料をお持ちになったのか、そ

してどういう内容を説明されたのか、それから小中学校の意見交換会

に行くときも、どういう資料をお持ちになってどういう内容を説明さ

れるのか、そのことについてお尋ねしたいと思います。 

北原課長。 

いま４点ほどご質問をいただいたと思いますが、１点目と３点目のご

質問につきましては、回答内容が重複しますので一緒に説明をさせて

いただきたいと思います。 

最初にお話がありました内田委員長からのお言葉について説明しま

す。まず１つは、パブリックコメントにつきましては、委員長からも
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船津教育部長 

今までのパブリックコメント、いわゆるただ単にホームページの掲載

や、公共施設での閲覧に留めることなく、そういったＰＴＡ役員や皆

さまへの配布、そしてまちづくり協議会の事務所に出向いて配置する

など、可能な限りの閲覧の場を広げてくださいとおっしゃっていただ

いていますので、それを踏まえていきたいと考えております。 

今回のＰＴＡ理事会のご説明につきましては、過日小中学校のＰＴＡ

連合会会長さん１０名中７名が集まられた会議で、教育長にも参加し

ていただきましたが、この会議の後に各学校からのＰＴＡ会長さんの

ご要望に応じて、当該会議を開催しているところでございます。今後

は、１１月１０日に東中のＰＴＡ理事会にお伺いして、ご説明を行う

予定でございまして、当然のことながらお声かけしていただければ、

積極的にそういった場には出向いていきたいと考えております。 

そこで使わせていただきました資料等でございますが、まずこのＰＴ

Ａ関係におきましては第４回の策定委員会に使いました資料の一部

を使いまして、学校再編の考え方や、取り組み内容、そして地域の実

情に適した将来に渡って持続可能な学校に規模について検討を行っ

ておりますということをご説明させていただいたところでございま

す。 

そして、各学校の教職員との意見交換につきましては、１０校全部回

らせていただきます。これにつきましては、ＰＴＡ理事さん達と同じ

く、学校再編の取組や、将来のあり方についての説明とご意見をいた

だき、資料につきましては、ＰＴＡ理事会等でお配りした資料と併せ

まして、今回の第５回でお示しした学校規模案を資料としてご説明さ

せていただこうかと考えているところでございます。 

２番目のご質問の小中一貫校についてでございますが、これにつきま

しては、策定委員会でのご意見を踏まえて、まずは、小学校は小学校、

そして中学校は中学校の学校再編を検討し、ここでの連携を深めて、

中間市の教育を高めていく。ゆえに小中一貫校については、将来さら

に児童生徒数が減少した時に、先進校を研究した上で、検討すべきで

あると考えております。以上でございます。 

少し補足にはなるのですけれども、いろいろなところにお知らせをし

て回るのは、この会で言われたからかというご質問がございました。

これは、事前に教育長からもすでに指示があっておりました。できる

だけ細かく説明をする中で、理解をしていただくように努めなさいと

いうことでありましたので、これは会議の中でということでは決して
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衛藤教育委員 

片平教育長 

北原教育施設

課長 

片平教育長 

ございません。 

それともう１つ、議事録の中に先生も知らないよという意見もあった

ということでございますが、これは決してそうではございません。 

教育長が昨年の内から１校１校回っていただいて、学校の先生方には

きちんと説明を差し上げている中での動きでございますので、この意

見については、少しいかがなものかとは思っております。以上でござ

います。 

もう１点ございます。いま課長がおっしゃった中学校を１校にすると

いう考え方を出されましたよね。そうすると、２０３０年度でいえば

中学校の生徒数が８３０名になると思います。 

学級数が２１学級ということになりますので、検討していく必要があ

るだろうと思います。校区の問題、あるいはバスの問題、その他の付

随施設のハードの面で必要な分があると思います。今後、策定委員会

の中で検討されることでしょうけど、個人的に言えば２校であれば、

ちょうど４１５人と４１５人ということでつり合いが取れるのでは

ないかと思いました。 

ご意見としてお伺いしておきます。 

他にございませんでしょうか、よろしいでしょうか。 

それでは先に進めさせていただきます。その他について、北原課長。

この度、第一教材株式会社様から、市内小中学校の教室や保健室、

職員室等に設置しているエアコンで使用する抗菌抗ウイルスエアコ

ンフィルター３３０枚をご寄贈いただきました。 

今回の寄贈は、子供たちと先生が学校で元気に安心して過ごしても

らうため、メーカーである株式会社ブレス様と協業して行われまし

た。 

このフィルターは、エアコンの吸入口に外側から両面テープで貼り

付けて設置するのですが、抗菌やウイルス抑制、消臭など、空気清

浄機のような効果があり、新型コロナウイルス対策として、子供た

ちの学習環境の向上につながるとものと思慮しております。 

以上、ご報告でございます。 

他にございませんでしょうか。 

それでは協議事項に入ります。令和３年１２月定例教育委員会の日程
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松永学校教育

課長 

片平教育長 

教育委員 

片平教育長 

松永学校教育

課長 

片平教育長 

について説明をお願いします。松永課長。 

１２月の定例教育委員会の日程につきましては、 

１２月７日火曜日午前１０時を予定いたしております。

ご協議をお願い致します。

１２月７日火曜日１０時からということでよろしいですか。 

≪了承≫ 

それでは１２月定例教育委員会の日程につきましては、７日火曜日 

１０時から特別会議室で行われるということでお願いします。 

続きまして、その他についてございませんでしょうか。よろしいでし

ょうか。 

６点目の議決事項についてです。 

第２８号議案令和３年度教育に関する義務の管理及び執行の状況の

点検及び評価の結果について説明をお願いします。 

松永課長。 

７月の定例教育委員会で審議していただきました、令和３年度点検評

価委員会に提出する、教育に関する事務の管理及び執行状況につきま

して、本年８月２０日及び９月２９日に中間市教育委員会点検評価委

員会を開催し、その内容を全て説明し、質疑応答を踏まえまながら執

行状況の評価をしていただきました。 

このたび教育に関する事務の管理及び執行状況と点検評価委員の意

見につきまして報告書にまとめました。 

なお、報告書の朗読につきましては事前にお配りしておりますことか

ら、時間の関係上ここでは省略させていただきます。 

以上、地方行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定に

基づき「令和３年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び

評価報告書」を１２月定例市議会に提出すること及び一般に公表する

ことにつきまして、委員会の議決を求めるものであります。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

ただいま説明にございました点検評価結果報告書についてでござい

ますが、それについて質問ご意見等ございませんでしょうか。衛藤教
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衛藤教育委員 

片平教育長 

船津教育部長 

片平教育長 

教育委員 

片平教育長 

米満生涯学習

課長 

育委員。 

この点検評価委員さんの意見というのは、例えば、今後こういうふう

にしてほしいとかいう示唆的な内容、あるいはこういうふうにするべ

きだという提言的な内容、あるいは期待とかお願いとかがあります。

昨年度の点検評価委員さんと今年度の点検評価委員さんは同じ方で

すが、昨年度よりはかなり示唆的な内容や、いわゆる今後してほしい

という提言的な内容が多いように思います。この意見は、今後どうい

う取り扱いをされるのか、そのことについての質問です。 

ただいま衛藤教育委員から質問ございましたが、それについて部長お

願いします。 

この点検評価委員さんのご意見につきましては、評価シートと同時

に、お二人の意見をまとめていただいて今回提示をしていただいてお

ります。 

衛藤教育委員がおっしゃるように、期待をするという言葉がたくさん

使われております。元教育者、現在も教育者の方もおられますし、様々

なことを検討していただいた結果でございます。 

我々としてもこれは重く受け止める必要が当然ございますので、今後

行事を練っていく中、それから学校教育についても練っていく中、

様々な意見として取り入れさせていただいて、そして重く受け止めな

がら今後の教育を進めて参りたいと考えております。 

他はよろしいでしょうか。 

それでは、点検評価結果についてはこれで進めていくということでよ

ろしいでしょうか。 

≪承認≫ 

それでは、次の第２９号議案中間市総合会館条例及び中間市生涯学習

センター条例の一部を改正する条例に関する意見について説明をお

願いします。米満課長。 

それでは、第２９号議案につきまして、現在、中央公民館につきまし

ては、中間市総合会館に機能を移転し、講座等の事業をおこなってお
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片平教育長 

衛藤教育委員 

片平教育長 

米満生涯学習

課長 

衛藤教育委員 

りますが、今後の方針といたしまして、令和４年４月１日から中間市

生涯学習センター内に機能を再移転する予定としております。条例改

正の内容といたしましては、中間市総合会館条例の中央公民館に関す

る規定を削除し、新たに中間市生涯学習センター条例に中央公民館に

関する規定を設けると共に、生涯学習センターを社会教育施設の中心

となる複合的な施設とするために改正するものです。 

条例の施行日につきましては、令和４年４月１日といたしております。

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

ただいま説明ございましたことにつきまして、ご意見をいただきたい

と思います。衛藤教育委員。 

改正後の条例の中で、施設の設置の第４条に生涯学習センターに中央

公民館を置くということで、きちんと今回は明記をされていますが、

今年度まできちんとした形ではなかったのではないのかと思います。

来年度からはきちんとした形で、中央公民館を位置づけていくという

市政の進み方と思うのですが、生涯学習センターの中に中央公民館を

置くのであれば、中央公民館という立て看板は据え付けられる予定が

あるのかお尋ねいたします。 

米満課長回答をお願いします。 

現在、中央公民館につきましてはハピネス中間の１階に間借りをして

いる状況です。 

それと同じように、生涯学習センター内に中央公民館を置くという中

で、今ハピネス中間の部分については、案内板を設置しております。

同じような形で生涯学習センターに再機能移転しても、立て看板を置

いて周知をしようと考えております。 

条例の第９条の中に、生涯学習センターに館長またはその他の必要な

職員を置くという記述と、第１９条に公民館に館長またはほかの必要

な職員を置くと書かれています。 

いわゆる同じ施設の中に、生涯学習センターの館長と中央公民館の館

長の２人がいるという形になっているのですが、これはどのように理

解したら良いのでしょうか。 
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片平教育長 

米満生涯学習

課長 

衛藤教育委員 

片平教育長 

船津教育部長 

衛藤教育委員 

片平教育長 

船津教育部長 

衛藤教育委員 

米満課長。 

私は、生涯学習課長、中央公民館館長、歴史民俗資料館館長等を兼任

しております。その中で、生涯学習センターに行っても、生涯学習セ

ンター館長、中央公民館長がいる分については差支えのではないかと

思います。以上です。 

基本的に２人いるということでしょうか。 

船津部長。 

２人ではなくて、１人に兼務をしていただくということです。 

分かりました。 

それに関連することですが、部屋の使用料が載っています。市民から

すれば生涯学習センターに自分達でしたい事業、あるいは自分達がし

たい会合、あるいは行事、そういうものをする場合に、今回は生涯学

習センターの館長に聞きに行ったら良いのか、あるいは中央公民館の

館長に聞きにいったら良いのかというのは、この条例の規定の中に業

務内容がありません。生涯学習センターは何をする、あるいは中央公

民館は何をするという業務内容が示されていません。 

だから迷うのではないかと思いますが、そういうふうな場合にはどう

いう対応をされるのでしょうか。 

船津部長。 

まず今のお尋ねですけれども、例えば中央公民館という業務につきま

しては、法により定義をされておりますので、あえて中間市の条例の

中に記載をする必要はないと考えて記載してないということでござ

います。 

生涯学習センター、ここの場所が生涯学習センターでございますの

で、兼務ということになるのでしょうから、どちらの肩書がとかいう

ことではなくで、そこにいる職員、代表するものにお尋ねなどいただ

ければよろしいかなと考えております。 

分かりました。 
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船津教育部長 

衛藤教育委員 

片平教育長 

米満生涯学習

課長 

衛藤教育委員 

片平教育長 

１つお尋ねがあります。現在は指定管理者が管理をしているという状

態になっています。来年度から、その指定管理者の枠を外されて、い

わゆるここに書いている教育委員会が管理をするという形になるの

かどうか、お尋ねします。 

おっしゃるように指定管理から外れますので、元々の中央公民館等を

管理していた職員を含めたところで、生涯学習センターとして、そこ

の現場の管理をしていくということになります。直営ということでご

ざいます。 

それに関連して現在中央公民館がきらめき大学や、世界そげなこと講

座など、市民向けの生涯学習に対する講座をやっています。これは、

現在ハーモニーホールを使ってやっていますが、来年からはどの場所

を使うのかと、もう１つ、今まで指定管理者が特別講座をやっていま

した。市民の興味関心を引くような内容の特別講座、これは来年から

どうなるのでしょうか。 

米満課長。 

特別講座につきましては、今指定管理施設が自主事業という中で行っ

ております。 

今後、生涯学習センターにつきましては、学習の場所と施設として活

用していただいて、中央公民館の講座につきましては、基本的に生涯

学習センター内の部屋で行います。ただ、きらめき大学などは人数が

多いので、前回、ハーモニーホールの会場の条例の改正をしましたけ

れども、特別会議室等を利用して今後行っていきたいと考えておりま

す。以上です。 

それでは、今ハピネス中間で市民が利用する場合に駐車場が狭いか

ら、隣の民間の駐車場を利用しても良いという形になっています。今

度生涯学習センターに移りますと、駐車場がちょっと広いけど、場合

によっては足りなくなると思います。 

そうすると、足りなくなった方の駐車場は、今までどおり民間の駐車

場を利用できるようになっているのでしょうか。 

米満課長。 



21 

米満生涯学習

課長 

衛藤教育委員 

片平教育長 

船津教育部長 

片平教育長 

教育委員 

片平教育長 

まず今年につきましては、生涯学習センターの駐車場で事足りており

ます。万が一の場合につきましては、ハピネス中間の横に有料の駐車

場がありますので、それを利用したいと思っております。 

いわゆる使用料のことですが、使用できる人数で、例えば第３研修室

は３７人使えます。視聴覚教室も３７人使えます。ところが和室は 

４０人使えるとなっています。 

和室は、第３研修室や第４研修室と違って、１１０円使用料が安くな

っています。人数が多く入れるのに、使用料が安くなっているという

形になっています。人数的に言えば、基準か何かあるのだろうと思う

のですが、どのような基準があるのか教えていただきたいです。 

船津部長。 

これは館が建ち上がった当初から、部屋の面積に応じて使用料を決定

しております。例えば視聴覚室とかであれば、固定したテーブルがあ

り椅子がありますので、使用できる人数が少なくなり、和室であれば、

例えば正座をして使うのであれば一畳に２人とか座れるということ

で人数が増えるということです。あくまでも面積を基準に使用料を決

定しているということでございます。 

他はよろしいでしょうか。 

それでは、第２９号議案についてはこれでよろしいでしょうか。 

≪承認≫ 

他にございませんでしょうか、よろしいでしょうか。 

それでは、これで令和３年１１月定例教育委員会を終わります。お疲

れ様でした。 




